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人（他人）を幸せにするために 
先日、本校を卒業した社会人三名を招いて講演会を実施しました。京都市・大阪市・東京とそ

れぞれ異なる場所で働いている三名の話は、それぞれ今まで３０年間生きてきた経験をもとにし

た心に響く深い内容でした。 

そして、その中の一人、起業家である金本氏は、どんな夢を持っているのかを生徒に問いか

け、夢の正体は何なのか、自分自身の本心を心に問いかける必要性を伝えていただきました。

「日本の国を良くするために働いている」とおっしゃっていた金本氏の話を聴いていて、私は以

前聴いたとある方の講演内容を思い出していました。 

「人は何のために働くのか?」という問いに対して、その方は講演で「人を幸せにするため」

とおっしゃっていました。 

自分のため、生活のためだけに働いていると楽をしたくなり、その結果「いかに楽をしてお金

をもらうかばかりを考えるようになってしまう」ということでした。 

逆に、「人を幸せにすることを考えながら働くと、信用も売り上げも、ものすごい勢いで増え

ていく」とのことでした。 

その方曰く、人間の二大欲求には「安楽の欲求」と「充実の欲求」という対極のものがあるそ

うです。「安楽の欲求」から生まれる姿勢は、「責任を負うような事は避けたい」「面倒な事は

したくない」「ハードルの高い事は嫌」という、楽な方に流れる生き方につながります。そうい

う姿勢で仕事をしていると、信用をなくし、会社の売り上げや給料も下がり、結局は自分が楽に

生きていけなくなるとのことでした。 

一方、「充実の欲求」から生まれる姿勢は、「自分が責任をもってやり切る」「面倒な事から

目を背けない」「色んなことに挑戦する」という充実した生き方につながり、そういう姿勢で仕

事をしていると、信用が増し、利益に反映され、結果的には、充実した生活から幸せに結びつく

とのことでした。 

さらに、「ただ無意識にこなしているだけだと、本気でやらなくなる」から、何事も意識して

取り組むことが大切ともおっしゃっていました。 

その意味はつまり、我々は、常に何か明確な夢や目標を持っていることが必要なのだというこ

とで、それを伝えて頂いていたのかもしれません。 

後になりましたが、保護者の皆様、今年度も締めくくりの時期となりました。先日、３年生の

私立入試・公立前期選抜が終わり、いよいよ公立中期選抜が近づいてきました。受験を控える生

徒は、不安と緊張感を持って過ごし、受験を終えた生徒も、受験を控える生徒を気遣いながら傍

で支えています。１・２年生も、その３年生のひたむきな姿勢と雰囲気を感じながら、落ち着き

ある学校生活を送っています。我々も、そのような生徒達の頑張りを全力でサポートして参りま

すので、最後までご理解とご支援を宜しくお願い致します。 

校 長   世木 佳文 



先輩からおおいに刺激を受けました！！ 

 

 

  

殿中生、頑張っています！ 

 ２月１０日（金）、本校を卒業され、それぞれの道で活躍されている３人の先輩方から、１・２年生を対象にご講

演をいただきました。約１５年前に本校を卒業されてから、いくつもの山を越え、節目を経ながら、金本成録さん、

関口将人さん、岩田遼太郎さんは、それぞれの道を切り開いておられました。金本さんからは「夢望（むぼう）」と

いう言葉を、また関口さんからは「反応する表現力」の大切さを、そして岩田さんからは「スキルを重ねること」が

自分を活かすことになるということを、熱く話していただきました。生徒の感想を一部紹介します。 

 

 殿中生の頑張りが評価される場面が増えています！日ごろの学びと、

生徒の努力が成果となっています！ 

 これからも、自分の力を試す挑戦ができる生徒が増えていくよう、教

職員一同、全力でサポートしていきます！生徒たちへの励ましをお願い

いたします！ 

〇きらり本のことばおすすめ本コンクール市長賞   ２年 塩内 京 

〇南丹・船井中学校読書感想文コンクール優秀賞 ２年 猪奥 遥 

〇薬物乱用防止啓発ポスター展京都府警察本部長賞   ２年 大石 晴乃 

〇口丹波卓球大会中学生男子優勝殿田中学校A  ２年 山本 拓未 

                                       ２年 大沢 朔也 

                                       １年 谷口 颯人 

〇北方領土に関する全国スピーチコンテスト奨励賞    2年 山口 采乃 

新型コロナウイルス感染症予防等のため変更の場合もあります。 

岩田さん 

関口さん

金本さん 

京都府民総合体育大会 

市町村対抗駅伝競走 

２月１２日（日）、福知山市で開催され

た市町村対抗駅伝競走に、３年生の

木村大和くんが南丹市中学生の代表

として出場しました。寒風の中、全力で

駆け抜けてくれました！ 

〇日吉の中にも社長さんやイベントを作ったり、仕事探しを手伝っ

てあげたりしている人がいることに驚きました。…僕もeスポーツを

仕事にしたいので頑張ります。そして今日聞いた事を参考にして夢

を叶えます。  

〇夢の理由が次の夢につながっていくことや、誰も持っていない才

能を見つけるよりも、人より少しできることをできるだけたくさん見

つけることの大切さ、また、人が嫌がることを自分からやるようにす

ることで必ず自分にとって良いことが返ってくることや、仲間が大事

であること等、たくさん経験しないとわからないことを聞くことがで

きてとても良かったです。 


